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2.研 究の ね らい ・目的

地域研究の対象である 「地域」の社会および文化の独 自性の形成にかかわる普遍論理 と個別

論理の交錯のメカニズムを、東南アジアおよびそれを挟む中国 ・インFの 状況を手がか りとし

て解明することが本研究の大 きな枠組みである。

東南アジアの顕著な特性の一っは、 この地域が海域世界として成立 し、かっ中国 ・イ ン ドと

いう大人口地域の間で小人口状況を維持 し続けるなかで、つねに 「周辺」としての位置づけを

与えられてきたことであ るが、この ことが現在の東南アジアの社会 ・文化編成に与えた影響 は

きわめて大きい。この研究では、伝統的な小人口状況 における社会 ・文化編成論理を検討す る

とともに、19世 紀以来の都市と農村の急成長をあとづけ、過密への移行過程にともな う社会 ・

文化編成論理の持続性 と、それ らの変動的な新局面の諸相を考究 して、東南アジアの地域性の

形成 と変容のダイナ ミズムを明 らかにすることを目的 としている。

このために、本研究では、まず東南アジアの文化 ・社会の特性を説明するさまざまな概念を

とりあげ、その厳密 な検討 と深化をめざす ことにす る。東南ア ジアの社会の特徴にっいては、

従来からさまざまなキーワー ドでそれを表現する試みがなされてきた。例えば、エ ンプリーの

「ゆるやかな構造」、 ファーニバルの 「複合社会」あるいはギアツの 「インボ リューション」

などである。それぞれのキーワー ドは、当然、これ らを用いた研究者が明 らかに しようと した

特定の社会や現象 との関連において用いられている ものの、一度創 られた概念がたちまち一人

歩 きを始め るというのが これまでの通弊であ った。すなわち、その使用にあた っては、(1粒

相:ど のような側面を説明 しよ うと しているのか、②場所:ど こに適用で きるのか、そ して(3)

時間:ど の時期 に関 して有効なのか、を吟味す る必要があるといえよう。 このような点 に留意

しなが ら、上記の もの も含めて東南 アジアの特性を示す さまざまなキーワー ドをとりあげて、
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東南アジアの社会 ・来化編成の普遍論理と個別論理に迫ろ うというわけである。

例えば、東南アジアの特性 を自然環境 と人口 との関わりか らとらえてみると、 「小人 口世

界」 「複合社会」 「フロンティア世界」 「稠密社会」というようなキーワー ドがそれに関連す

るものとしてあげ られよう。低い人口密度を維持 して きた東南アジアでは、 自然環境としての

森 と海、そしてそれ らと織 りなされて形成 された人々の生活空間が、都市を欠 いた小 さな コ

ミュニティの結びつ きか らなる空間、すなわち 「小人口世界」として存続 したことを うかがわ

せる。一方では、19世 紀前半以降の急速な人口増加のなかで、 「小人口世界」には、変質 して

い くものと、伝統的な様相を保 っているもの との分化が際だっ ようになる。 「複合社会」や

「稠密社会」は 「小人口世界」の変容のなかで現れ た社会の特徴を表 したものであ り、fフ ロ

ンティア世界」はその持続 と変容の両局面に関連 して現れる社会現象を共有す る地理的広がり

をもった空間といえよう。

また、人間と人間、あるいは集団 と集団の関係という側面 にっいて は、 「ゆ るやかな構造」

「双系性」 「圏」 「ネッ トワーク」などのキーワー ドが浮かびあが って くる。 これ らには、東

南アジア島懊部あるいは大陸部デルタの一部を念頭に索出されたものや、特定の地域にとらわ

れないより抽象化された社会の編成原理と して概念化された ものとがあるが、東南アジア全域、

あるいはそれを区分 した下位の地域単位へのその適用可能性 については厳密な検討が必要であ

る。以上のような社会 ・文化の特徴を表すさまざまなキーワー ドを東南アジア各地の具体的事

例に即 して、そ して さらに東南アジア以外の地域 との比較において掘 り下げていくこと、これ

が第一のね らいである。

もう一っのね らいは、東南アジアの地域性の形成と変容のダイナ ミズムに関わる側面を明 ら

かにすることである。東南アジアがそのまわりの中国、イン ドの大人口、大文明に くらべて、

っねに周辺的な性格を有することはすでに述べたが、こうした 「周辺性」とい う観点の導入は、

上述のようなキーワー ドのもっ地域的 ・歴史的な適用可能性を{府諏するのに有意義であ ると考

え られる。そ して現在にまで連なる社会的 ・文化的事象がさまざまな位相を もった 「中心 と周

辺」 という関係性のなかで生起 して きた過程をさらに明らかにする手だてとなろう。同 じく、

「エスニシティ」や 「国家J、 あるいは 「農村と都市」というような枠組み も、こうした東南

アジアの地域性のダイナ ミズムをあっかううえでの重要な視点 とな るにちがいない。東南アジ

アの地域性をこうした枠組みのなかで再検討 し、その形成と変容の過程を明 らかにすることが

この研究の第二のね らいである。
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3.平 成5年 度 の研究 経過

以上のようなねらいの もとに、東南アジア各地で調査を行 って きた研究者6名 に、さ らに南

アジアを フィール ドとする研究者1名 を加えて研究班を組織 した。初年度 にあたる平成5年 度

には各メンバーが以下に述べる分担課題に沿 った個別の研究を進めるとともに、研究班独自の

研究会を3回 開催 して地域性の形成をめ ぐる問題の整理を行 った。また、研究組織の大半が参

加 して座談会を開催す るとともに、同じ研究項目に属す る公募研究班(加 藤班、水島班)と の

合同研究会を1回 開催 した。それぞれの研究会ならびに座談会の概要は以下のとおりである。

第1回 研究会(5月15日 、京大東南アジア研究セ ンター)

各メンバーのこれまでの調査経験 にもとついて役割分担課題を打合せ、下記のような課題を

それぞれ設定 した。また、平成5年 度の研究実施計画を打合わせた。

坪内良博:全 体の総括、および 「小人口世界」の形成とその世界に固有の社会編成論理の

検討。

石井r:地 域性と外文明、と くにネパールを対象 としたイン ド・中国両文明の中間地域

(周辺地域)に おける地域性 と、東南アジアのそれとの比較。

加納啓良:ジ ャワにおける 「穂密社会」形成の歴史 とその出現の意味、および国民国家形

成のもとでのその変貌過程の分析。

北原 淳:村 落社会を対象 とした 「狭い」範囲の地域性の形成論理、と くに近代化ならび

に都鄙関係の展開のなかでの共同体論、村落論の再検討。

桜井由躬雄:地 域牲形成の条件、とくに 「歴史圏」の形成から現代東南アジアの地域性形

成 に連なる過程の歴史的検討。

山下晋司:エ スニシティと地域性、とくに歴史的状況のなかで 「創出されるもの」として

のエスニ シティの視点か らみた東南アジアの地域性の検討。

田中耕司:「 フロンテ ィア世界としての東南アジア」概念の妥当性、 と くに東南アジアの

開拓社会における 「フロンティア」概念の適用可能性の検討。

座談会(6月18/19日 、京大東南アジア研究セ ンター)

研究組織のうち、坪内、石井、加納、桜井、山下の5名 によって、 「文明 と地域性」 という

テーマで座談会を もった。季刊誌r総 合的地域研究』第2号 の掲載記事を準備す るたあに企画

された座談会であ ったが、東南アジアの地域性を とらえるうえでの基本的な論点をメンバーの

あいだで確認するよい機会となった。

話題 は多岐にわた ったが、東南ア ジアの小人口状況あ るいは 「相対的な空 白地帯」 とい う
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「原地域性」がいかに して 「地域性」に連なるのかという問題設定が行われ、それをふまえて

地域性の概念につ いて議論が展開 した。 まず、文明という普遍性に対する個別性や特殊性、す

なわち文化と して これをとらえ、それを共有する地域のまとまりを 「歴史圏」としてとらえる

立場が提唱され、地域性 はこうした歴史的な結果 として形成 されるという考えが出された。ま

た、複数の文明の交差 は世界に普遍的にみ られる現象であるが、それ らが交差す る 「関係性」

そのものが地域を形成するとすれば、それこそが東南アジアの地域性 にほかな らないという考

え も出された。 このことは東南ア ジアとネパール との比較 という枠組みでも再び議論 され、外

来の文明 とそれを受容 して変容を とげた文化 とのダイナ ミズムのなかか ら固有の地域性をとら

えるという視点へ と議論が展開 した。議論 はさらに、文化の多様性 と地域性、民族 と地域性、

国民国家 と地域性 という問題に入 っていったが、座談の全体 は、テーマのひ とつである 「文

明」にいささか引きっけ られすぎた というきらいがないで もない。その末尾でrr文 明』を

r地域』が変容 してい くメカニズムを中心 に今後の研究を展開 していきたい」と座長によって

締めくくられているよ うに、文明の もっ普遍性よ りも、個別の地域 における 「地域性の形成」

のダイナ ミズムの把握 と解明こそが この研究班の目標であ ることを再確認 して座談を終えた。

第2回 研究会(9月11日 、京大東南 アジア研究センター)

「地域性の形成をめ ぐって」というテーマで研究分担者5名 が研究発表を行 った。発表者 ・

テーマは以下のとお りである。

田中耕司 「フロンティアと境界:東 南アジア島嘆部の事例から」

北原 淳 「都市 ・農村関係の新局面 タイの調査経験を中心 に」

加納啓良 「地域単位としてのrジ ャワ』の形成とその特質」

山下晋司 「東南アジアにおける歴史とエスニシティの動態」

石井 博 「地域差 と地域性 南アジアの片すみからの考察」

いずれ も各自の分担課題に沿 った問題意識 と今後の研究計画を語 るとい う趣 旨のもとに発表

を行った。田中は、イン ドネシアの南スラウェシ州で行ってきた農民移住 と開拓に関す る調査

をもとに、開拓論か らフロンティア論への関心の推移、そ して東南ア ジア域内および域外 との

開拓フロンティアの比較研究か ら東南アジアの地域性を明らかにしよ うとす る今後の研究方向

を披渥 した。北原は、 タイにおける急速な地方都市の発展という状況の もとでは従来の コミュ

ニティ調査の手法にすでに限界がみ られるとして、チ ョンブ リーでの労働力市場の調査を具体

例に、共同体論 ・村落論の再検討に着手 していることを報告 した。加納は、稠密社会ジャワの

形成過程を とらえ る手法 としてジャワの 「内側か らの観察」と 「外側か らの観察」という二っ
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を示 し、経済史研究の立場か ら、東南アジアのなかで はきわめて特殊 な世界と して成立 した

ジャワの地域性に接近 しようとする方向を提示 した。山下は、植民地主義や国民国家のなかで

のエスニ シティの生成、あるいは今 日的なエスニ シティの政治化 と商品化の問題を論 じたうえ

で、実体論ではな く状況論 としてのエスニ シティ論か ら地域性 に迫ろうとする問題意識を述べ

た。最後に、石井 は、イ ン ド・中国両文明圏の中間地域 としてのネパールをとりあげ、 「地域

差」 と 「地域性Jと いう概念を手がか りにしなが ら、民族、言語、宗教、カース トなどに言及

して地域区分の手法やその意味を問いかけた。

合同研究会(11月13日 、東大東洋文化研究所)

「地域性の形成をめ ぐって(第2回)」 のテーマで、AO2研 究項 目の二っの公募研究班、

加藤班(植 民地都市の社会史)と 水島班(複 合社会の形成原理に関す る基礎研究)と 合同で開

催 した。発表者 ・テーマは以下の とお りである。

桜井由躬雄 「北部紅河デルタにおける居住史」

水島 司 「ペラにおける土地政策の展開」

前回の研究会 と同様、各メンバーの問題意識 と今後の研究計画を披渥する会となった。桜井

は、東南アジアにおける稠密人 口地域の一つである紅河デルタをとりあげて、デルタの開拓史

と集落形成の地域的展開を整理 した。 また、水島はマ レー半島ペ ラ州の調査か ら、土地所有の

観念をめ ぐる問題 を提起 した。

第3回 研究会(1月10日 、長崎大学医学部)

「地域性の形成論理をめ ぐって 東南アジアにおける非東南アジア的地域か らの発想」の

テーマで、東南アジアにおいて歴史的に もっとも人 口稠密な地域を形成 してきた二っの地域、

ベ トナム北部の紅河デルタとジャワを とりあげて、これ ら両地域の地域性の形成過程を論 じた。

発表者 ・テーマは以下のとおりである。

加納啓良 「イン ドネシアのrジ ャワニサ シ』 農業 ・農村変化の視点か ら一 」

桜井 由躬雄 「ベ トナムにおける新出資料の紹介 とくに村落地方文書 にっいて 」

加納の報告は、稠密社会ジャワのイ ンドネシアにおける拡大 ・浸透(「 ジャワニサ シ」)を

農業 ・農村の変化のなかで展望 しようとした ものである。 ジャワを軸 としたイ ン ドネ シアの概

念的な地域 区分、すなわち[内 一外イ ンドネシア]軸 と集約稲作展開の[中 核 一周辺]軸 の両

座標軸によって区切 られる4つ の地域区分[内 核地域(ジ ャワ、バ リ)、 外核地域、内辺地域、

外辺地域]に もとついて、稠密社会の形成過程やその今日的な変容を分析 し、 インドネシァの

地域性論議 に経済史の側面か ら接近 しようとした。また、桜井 は、ベ トナムで近年利用可能に
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なった大量の村落地方文書によって過去約200年 にわたる村落 レベルの社会 ・経済史研究に新

たな展望が開けっっあることを紹介 して、東南アジアの もう一っの稠密社会である紅河デル タ

の地域成立の過程に迫る手法を提示 した。いずれ も、両報告者の前回発表の問題意識を具体例

によって展開 しよ うとしたもので、今後 の研究実施にあた っての各メンバーの方向性を示唆す

る好発表であった。

以上の研究会等の他に、総括班が主催 した第2回 研究集会 「地域性の形成をめぐって」(2

月4日 ～5日 、京都にて開催)を 総括班 とともに企画 し、東南アジア以外の地域 との比較にお

いて 「地域性」の概念や 「地域性」の形成に寄与する要因、そ して各地域の 「地域性」 とは何

か、等の問題を探 ることに した。中国、アフリカ、中東、南アジア、東南アジアの研究者か ら

の問題提起 とそれに対するコメン トとい うかたちで議論が展開 した。 この研究集会の記録 は、

別途、総括班によってまとめられる予定である。

また、上記の座談会の記録が季刊誌r総 合的地域研究』第2号 に掲載 されていることはすで

に述べたが、同誌には、坪内、田中、北原の3名 がそれぞれの分担課題の紹介 と問題意識をま

とめた短報を報告 した。坪内の報告は 「小人 口世界への旅」 と題 して、イン ドネシアの西カ リ

マンタン、カプアス川流域で観察 した 「小人口状況」下での コミュニテ ィの統合や外来文明要

素の流入 を論 じたもので、他の地域ではすでに希薄にな った 「小人口世界」の諸特徴がカ リマ

ンタ ンではまだ色濃 く残存す ることを紹介 している。田中の 「フロンテ ィア空問としての東南

アジア」は、最近のラオス北部への調査旅行での見聞を一例として紹介 しつつ、東南アジア各

地の 「フロンティア空間」に共通する社会 ・文化的特徴を論 じたものである。北原の 「村落社

会の形成論理 とr共 同体』の概念」は、近年の共同体概念の再評価の潮流を紹介 しなが ら、村

落社会の形成に関わる一要因 として国家のような政治組織やNGOの よ うな民衆運動が戦略的

にとりあげる共同体概念があることを指摘 して、 「地域性の形成論理」の内容をタイ村落開発

論 としての 「共同体の文化」論 に即 して吟味 しよ うとする方向を述べた ものである。

4.研 究 の成 果 と フロ ンテ ィア

以上の ように、平成5年 度は主と して研究会の開催を通 じて分担課題に即 した個別研究の成

果を共有することに したが、初年目としては概ね順調に研究活動を開始で きたと判断 している。

ただ、共通のテーマである 「地域性の形成論理」にどれほど肉薄できているかは今後3年 間の

共同研究の成果をまたざるをえないが、少な くとも、 「研究のね らい ・目的」の項 に掲げた問

題意識が共有 され、それへの接近が各メンバーの現在進行形の臨地調査や史資料調査によって
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達成 しうる見通 しが得 られたことはこの1年 の大きな前進であったといえよ う。今年度に得 ら

れた成果については前項の 「研究経過」の内容 と一部重複する部分 もあるので、ここでは研究

組織のメンバーそれぞれがまとめた 「研究の成果とフロンティア」を引用 して、初年度の成果

を概括す ることにしたい。

坪内良博:研 究代表者 として今年度の成果全体を簡単にまとめると次のようになる。 まず、

研究 目的を達成するための手がか りとした東南アジアの小人 口状況に関わ って、緩やかなネ ッ

トワークで成 り立っ社会の形成論理を 「圏」という概念で とらえることが提起された(坪 内)

ことである。この 「圏」については、ある共通の歴史的経験が一っの社会圏(歴 史圏)を 形成

するという地域のとらえ方(桜 井)と 対比 しっっ、さらにその概念の精緻化がはかられ ること

になろう。 また、同 じ小人 口状況 という問題 に関わって、フロンティア論(田 中)や 村落共同

体論の再検討(北 原)が 行われ るとともに、ジャワやベ トナムのような人口稠密地域の形成に

ついて も分析が開始された(加 納、桜井)。 研究 目的達成のためのもう一っの手がか りとした

大文明の 「周辺」という地域の特徴に関わる点 としては、諸文明 と東南アジア基層社会 との出

会いか ら 「エスニシティ」形成の問題に迫ろうとする試み(山 下)や 、東南アジア以外の地域

(ネパール)の 周辺性 との比較論が提起 された(石 井)。 以上のように、いずれ も次年度以降

に引き続いて考究 されねばな らない課題であるが、研究課題に関わ る多 くの切 り口が今年度の

研究のなかから提起 された ことが、今年度の成果 として要約で きよう。

石井 薄:地 域性の形成の論理を考究する研究の一環 として、周辺地域における地域性のあ

り方について、南アジアとくにネパ ールを参照する形で考察を深めた。当該地域 は東南アジア

と同様にイ ンド、中国両文明の中間地帯をな し、また、言語文化面で も大語族の接触地帯を形

成するが、一方、東南アジアとは対照的に、陸封的条件をもち、高度差 に関わる環境条件の差

異が大き く、さらに社会的にはカース ト制の影響が無視できない。そのような条件を念頭にお

き、 「地域差」と 「地域性」のふたつの概念を手がかりと して分析を進めたが、そこでは地域

差は大変に重層的な形であ らわれ、 また、地域差を示す 「地域」の範囲は互いにクロスカッ ト

す ることもあることが明 らかにな った。また、 この(カ ース トを擁する)世 界において、人々

のアイデンティティ形成の うえで 「地域」はそれほどの重要性をもたないのではないかとの観

点 も浮上 してきたが、これはさらに南アジアの他地域に関 して も検証されなければな らない問

題である。

加納啓良:も ともと小人 口世界 としての特徴をもつ東南アジア地域のなかに、例外的な 「稠

密社会」と して形成されたジャワ島の農業生産方式が、1970年 代以降の 「緑の革命」の進展と

31



ともに、 ますます集約化の度合いを高め、イン ドネシアのジャワ島以外の、いわゆる 「外島」

地域に も移植 ・拡張 されっっある様子を、農業生産統計の検討によって確認 した。 この結果、

ジャワ、バ リなどからなる 「内イン ドネシア」地域の 「内核」地帯と しての発展が進むととも

に、外島の大半の地域を包括す る 「外イン ドネシア」地域のなかにも 「外核」 としての米作核

心地域が形成されっっあること、またより辺境に位置する 「外辺」地域で も、 ジャワ、バ リか

らの移民の増加によって 「ジャワニサシ」(ジ ャワ化)と い う名の もとに生活様式の国民的画

一化が起 こりっっあることを指摘 した。 この、農業における 「国民統合」の意義と限界が、次

に問われるべき問題である。

北原 淳:村 落社会を中心として、もっとも狭 い範囲の地域性の形成論理を検討 した。村落

社会は、原始共同体に典型的なように、 もともと孤立的な 自給自足的 自治組織であったが、の

ちに外部の政治権力や市場経済が発展 してそのなかに包摂された、 と理解されている。 しか し

歴史上の村落社会 は、む しろそれら外部の権力や市場によ って、あるいはそれとの関係のなか

で、地縁的組織を形成 したとも考え られる。それ は植民地時代以降だけでなく、それ以前 にも

妥当する場合 もある。以上のよ うな点に照 らして、現在のNGOに よるタイ開発運動の理論家

の共同体論、村落論 を批判的に検討 した。彼 らの孤立的 自立的村落 という主張 は実証的には支

持できないが、外部 と交渉す る能力をつけるための政策や運動の理論 としては評価 され うる。

桜井由躬雄:東 南アジアの 「歴史圏」 という概念が成 り立っかどうかを考えている。歴史圏

とは共通の歴史経験を もったとする認識が、一つの社会圏を形成することである。それは同一

の(類 似ではな く)社 会現象なり、政治現象なりが、同時期に発生 した地域の全体 として存在

する。例えば、7～8世 紀におけるマラッカ海峡周辺のいわゆるシュリヴィジャヤ6碑 文の分

布などは、その出土地で囲われる地域が一つの歴史圏を形成 し、これが後世の いわゆるムラユ

世界の形成の原型 とな った ことは否定で きないだろうし、例えば13世 紀のモ ンゴルの雲南進出

に抵抗 した八百憶婦などは、対元抵抗タイ人連合と しての歴史圏を形成 し、それが現在にいた

るルー、ユアン、 シャン、ラーオ世界の親縁性の基盤となっていよ う。っ まり、東南アジアの

歴史圏が、ある歴史状況の もとに構成され、それが近世の民族世界の原型 とな り、やがて現代

東南アジアの地域性の形成へと連続する過程を考えたい。

山下晋司:エ スニ シティをキーワー ドに して、 「地域性の形成論理」を明らかにすることが

私に課せ られた課題である。初年度である本年においては、 まずエスニシティ概念の検討を行

い、っいでとくに歴史のなかでのエスニシティの動態に焦点をあてて研究を進めた。その結果、

エスニ シテ ィを本源的な立場(い わゆる"essentialist"と 呼ばれ る立場)か らと らえるよ り
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も、ある歴史的状況のなかで 「創出されるもの」 という立場か らとらえた方が適切であ ること

が明 らかになった。

田中耕司:東 南ア ジアの地域性を 「フロンティア」概念によって考えようとするのが この計

画のなかでの私の課題である。開拓社会では、そこに参入す る人たちあるいはそこで交差する

人たちのなかに 「フロンティア性」とよべるような社会 ・文化状況が観察 される。 この 「フロ

ンデ ィア性」を共有す る社会が、実は、開拓の最前線だけでな く、東南アジアの社会に広 く見

られることから、東南アジアの地域性 として 「フロンティア社会」というとらえ方がで きるこ

とを検討 した。

5.今 後 の課 題

以上に述べたような平成5年 度の研究経過および各メンバーが抱いている問題意識を もとに、

次年度以降は、東南アジアの地域性に関わる諸概念のさらなる精緻化 と具体的事例に即 した研

究手法の確立を目指すことになる。当面す る課題、あるいは今後の研究の進め方について も各

メンバーがまとめたものを引用することにするが、次年度以降は、こうしたそれぞれの課題を

め ぐって、共同研究 としての内実を充実 させるとともに関連する他の研究班 との交流をさらに

進めることにしたい。

坪内良博:研 究代表者 として、それぞれの研究分担者の課題と研究内容が相互に連関 した形

で収敏の方向にむか うように努力す る。一研究者の立場か らは、 「小人 口世界」 としての東南

アジアに焦点を しぼ り、19世 紀を中心 としてその小人口状況の実態と観察者の観念 とを整理す

る作業にとりくむと同時に、そこか ら導出される諸現象を関連づける作業をおこなう。

石井 薄:東 南 アジアと南アジアを比較対照 して地域性の形成に関する通地域的な理論を構

築す るために、以下のよ うな点を明 らかにす ることが特 に必要であると考え られる。(1)生態、

宗教、言語文化、民族、カース ト、政治経済条件を視野 に入れ、南アジア全体、およびその下

位地域における地域差の存在 を具体的に明 らかにする。②南アジアにおいて摘出 した地域差、

地域性のあり方を東南アジアのそれと比較 し地域差、地域性のあ らわれ方の一般性と個別性に

っいての分析を深める。(3>さまざまな地域差を示す重層 した レベルのなかで、特 にきわだ って

凝縮 した意味内容を有する 「地域」の レベルを(南 アジアにおいて、 また一般的に)特 定でき

るかどうかを考察する。

加納啓良:大 きく、次の3つ の課題を設定 したいと考えている。(1)ジャワにおける 「稠密社

会」形成の歴史的起源と過程を、おもに19世 紀前半の地税制度導入期の農村に関する史料を用
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いて検討す ること。(2)近現代の東南アジア地域全体のなかでのジャワの国際経済的地位 とその

変化を、お もに貿易統計の検討を通 じて探り、よりグローバルな視野か ら 「稠密社会」出現の

意味を考え直す こと。(3)ジャワ自身における工業化と都市化の進展によって起 きている農村経

済の変化 と、外島の辺境地域にまで浸透することによって発生 している問題の両面か ら、 ジャ

ワ型の集約的水田稲作農業が直面 しっつある限界 とその変貌の可能性を探 ること。

北原 淳:村 落形成と小地域の地域性形成を今日的なタイの状況を素材に追究する。そのた

めに以下の課題を設定 している。(1)NGO運 動理論家の対象を広げて彼 らのテキス トを整理、

分析 して彼 らの共同体理論を明 らかに してい く。(2}国家による農村社会の包摂の実態を、19世

紀後半の観役制度を対象 として検討す る。(3)村落社会が外部 と関係す る場合の意識、認識の構

造にっいて検討を試みる。

桜井 由躬雄:北 部ベ トナム紅河デルタにおける歴史圏の形成について考えたい。紅河デルタ

は東南アジア全域の農業環境にくらべてきわめて異質である。この異質性の形成を、 この 「亜

地域」の最初の歴史圏の形成と考える。漢代の交趾郡や唐代の安南都護府には、紅河デルタ歴

史圏はまだ形成 されず、おそ らく13世紀以降の堤防建設時代に独特な歴史圏が形成 された もの

と考える。現在の課題 はこの紅河デルタ歴史圏は果た して、15世 紀以降形成 されるベ トナム民

族世界 と関係す るものかどうか、 またベ トナム社会主義共和国の形成 といかに連関するかであ

る。このたあに、ベ トナム村落調査と他地域 との比較のための文献調査を進めることにす る。

山下晋司:平 成5年 度の成果をふまえて、次年度以降は東南アジアのより特定的な歴史状況

のなかでのエスニ シティの形成を問題に してみたい。 この場合、私は東南アジアにおいて はと

くに文明の波及がエスニシティ形成の要因になるのではないかという仮説を もっている。それ

ゆえ、 ヒンドゥー文明 ・中国文明 ・イスラーム文明 ・ヨーロッパ近代文明といった歴史を とお

して東南アジアに波及 してきた諸文明と東南アジアの基層社会 との出会いをエスニ シテ ィとい

う視点か ら取 り上げてい く。'

田中耕司:「 フロンティア」概念の東南アジアへの適用可能性および実態に即 した 「フロン

ティア社会」の分析が今後の課題である。前者 にっいては、(1)東南アジア各地における 「フロ

ンティア社会」および 「フロンテ ィア状況 」の比較、②東南アジアと他地域とのそれ らの比較、

そ して(3凍 南アジアの社会 ・文化の文脈のなかでの固有の 「フロンティア」概念の索出、など

が具体的な研究課題 として追究 され ることになろ う。そ して、後者にっいては、当面、開拓社

会における資源と人間 ・社会 との関係、 とくに土地資源をめ ぐる 「フロンティア状況」の分析

に力を注 ぎたい。
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6,研 究 業 績(平 成5年 度 発 表 分)

坪 内 良 博

「地 域 性 の 形 成 論 理 」r総 合 的 地 域 研 究 』 創 刊 準 備 号:11-13,1993 .

「小 人 口 世 界 へ の 旅 」r総 合 的 地 域 研 究 』No .2:9-11,1993.

「専 門 分 野 と 地 域 研 究 」 矢 野 暢 編r講 座 現 代 の 地 域 研 究 第1巻 地 域 研 究 の 手 法 』 弘 文 堂,pp .49-69,

1993

「圏 伸 縮 す る社 会 単 位 」 矢 野 暢 編r講 座 現 代 の 地 域 研 究 第3巻 地 域 研 究 の フ ロ ン テ ィ ア 』 弘 文 堂,

pp.129-151,1993.

「農 村 の 変 化 と無 変 化 」 矢 野 暢 編r講 座 現 代 の 地 域 研 究 第4巻 地 域 研 究 と 「発 展 」 の 論 理 』 弘 文 堂,

pp.93-116,1993.

石 井 薄

「〈ネ ワ ー ル 的 〉 な 国 か ら くネ パ ー ル 的 〉 国 家 へ 南 ア ジ ア に お け る 多 民 族 ・多 言 語 社 会 の 国 民 形

成 」 飯 島 茂 編rせ み ぎ あ う 「民 族 」と国 家 人 類 学 的 視 座 か ら』ア カ デ ミア 出 版 会,pp.131-159,

1993,

"Seasons
, Rituals and Society : the Culture and Society of Mithila, the Parbate Hindus and the 

    Newars as seen through a Comparison of their Annual Rites. " In From Vedic Altar to 

   Village Shrine (Senri Ethnological Studies, No. 36) , ed. by Y. Nagano and Y. Ikari, 

    Osaka : National Museum of Ethnology, pp. 35-84, 1993. 
"Agricultural Labour Recruitment among the Newars and other Groups in the Sub -Himalayan 

   Areas. " In Anthropology of Tibet and the Himalaya (Ethnologische Schriften Zurich, ESZ 

    12) , ed. by C. Ramble and M. Brauen, Zurich : Ethnological Museum of the University of 

   Zurich, pp. 124-137, 1993.

加 納 啓 良

　 「中 部 ジ ャ ワ農 村 経 済 の 構 造 変 容 　 　 サ ワ ハ ン 区 再 調 査 か ら」 梅 原 弘 光 ・水 野 広 祐 編r東 南 ア ジ ア 農

　 　 　 村 階 層 の 変 動 』 ア ジ ア 経 済 研 究 所,pp.89-117,1993.

　 「ジ ャ ワ の ヨ ー マ ン リー?　 　 農 民 甘 薦 作 発 展 史 序 説 」 秋 元 英 一 他 編r市 場 と 地 域 　 　 歴 史 の 視 点 か

　 　 　 ら 』 日本 経 済 評 論 社,pp.83-110,1993.

北 原 　 淳

　 「タ イ研 究 に お け る　"Loose　 Structure"概 念 」　 r東 南 ア ジ ア 歴 史 と文 化 』22:180-200,1993.

　 「共 同体 理 論 再 考 　 　 共 同 体 再 評 価 論 を 手 が か り に 　 　 」 秋 元 英 一 他 編r市 場 と地 域 　 　 歴 史 の 視 点

　 　 　 か ら』 日本 経 済 評 論 社,pp.53-81,1993.

　 「村 落 社 会 の 形 成 論 理 とa共 同 体 』 の 概 念 」　 r総 合 的 地 域 研 究 』No.2:18-20,1993.

桜 井 由 躬 雄

　 r地 域 か らの 世 界 史 第4巻 東 南 ア ジ ア 』　 (石 澤 良 昭 ・桐 山 昇 と 共 著)朝 日 新 聞 社,261,pp.1993.

　 「ホ ー チ ミン」　 r英 雄 た ち の ア ジ ア(別 冊 宝 島)』JI㏄ 出 版 局,　pp.70-88,1993.

　 rシ ハ ヌ ー ク」　 r英 雄 た ち の ア ジ ア(別 冊 宝 島)』JI㏄ 出 版 局,　pp,200-211,1993.

　 「メ コ ン河 の 人 々 」　 r地 理 』38(9):18-29,1993.
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